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六
臣
注
文
選
所
引
毛
詩
の
訓
読
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
進

一
　
和
刻
本
『
文
選
』
正
文
の
訓
読
と
注
文
の
訓
読

　

和
刻
本
六
臣
注
『
文
選
』
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
刊
本
で
は
、
正
文
と
李
善
注
と
の
間
で
、
同
一
句
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
訓
読
が
異
な
っ

て
い
る
（
後
印
の
寛
文
二
年
一
六
六
二
刊
本
も
同
様
）。
そ
も
そ
も
、『
文
選
』
正
文
の
訓
読
は
、
足
利
学
校
本
国
宝
『
文
選
』
の
そ
れ
も
含
め

て
、
注
文
の
解
釈
と
は
異
な
る
和
訓
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
ま
ま
あ
り
、
所
与
の
テ
キ
ス
ト
と
は
関
係
な
く
博
士
家
伝
来
の
読
み
が
書
き
入
れ
ら

れ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
（
斯
波
六
郎
『
文
選
諸
本
の
研
究
』
斯
波
博
士
退
官
記
念
事
業
會
、
一
九
五
七
年
）。
従
っ
て
、『
文
選
』
所
収
句
の
正
文

の
訓
読
と
、
注
文
引
用
の
そ
れ
の
訓
読
が
異
な
る
の
は
、
伝
承
が
異
な
る
以
上
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。

　

筆
者
は
『
文
選
』
張
衡
「
西
京
賦
」
正
文
の
訓
読
と
李
善
注
所
引
「
西
京
賦
」
と
の
間
で
、
ど
れ
ほ
ど
訓
読
が
異
な
る
か
を
機
械
的
に
調
査
し

た
こ
と
が
あ
る
（
李
善
注
で
は
、「
西
京
賦
」
約
八
〇
〇
句
の
う
ち
そ
の
一
七
〇
句
が
延
べ
二
三
〇
箇
所
で
引
用
さ
れ
、
引
用
頻
度
の
最
も
高
い

作
品
で
あ
る
）。
そ
の
結
果
、
違
い
が
有
意
味
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
七
六
％
の
訓
読
に
何
ら
か
の
相
違
が
見
つ
か
っ
た
（
佐
藤
進
「
文
選

の
正
文
と
注
文
に
お
け
る
訓
読
の
異
同
に
つ
い
て
」『
日
本
漢
文
学
研
究
』
４
、
二
〇
〇
九
年
）。
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そ
の
一
例
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
彫
楹
玉
磶
」（
八
丁
表
六
行
目
）

　
　
　
　
【
本
文
】
ゑ
と
レ
ル
は
し
ら
玉
ノ
つ
み
い
し
（
左
傍
＝
ゑ
レ
ル
は
し
ら
玉
ノ
つ
は
み
い
し
）

　
　
　
　
【
注
文
】（
巻
11
・
4
九
丁
表
）
雕
レ
ル
楹
ラ
玉
ノ
磶
シ
〔
末
仮
名
の
み
〕

　
　
　
　
【
注
文
】（
巻
31
・
10
丁
裏
）
彫
─
楹
玉
─
磶
〔
音
合
符
の
み
〕

　
『
文
選
』
正
文
の
訓
読
は
遠
く
奈
良
朝
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
、
現
存
の
和
訓
は
主
と
し
て
平
安
朝
菅
家
の
和
訓
が
、
足
利

学
校
九
代
庠
主
の
三
要
元
佶
に
よ
っ
て
移
点
さ
れ
（
足
利
学
校
本
）、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
は
あ
る
が
若
干
の
違
い
を
含
む
も
の
が
慶
安
五
年
刊

本
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
文
の
和
訓
が
ど
の
よ
う
な
伝
承
を
経
た
も
の
で
あ
る
か
、
具
体
的
に
検
証
し
た
議
論
を
聞
か
な
い
。

二
　『
毛
詩
』
の
「
薄
」「
言
」

　
『
毛
詩
』
の
「
薄
」「
言
」
の
解
釈
は
、
毛
伝
鄭
箋
と
朱
子
集
注
と
の
間
に
典
型
的
な
相
違
を
見
せ
る
。
古
注
で
は
「
薄
」
は
「
辞
也
」
と
あ
る

の
を
受
け
て
「
こ
こ
に
」
と
訓
読
し
、「
言
」
は
「
我
也
」
と
あ
る
の
を
受
け
て
「
わ
れ
」
と
読
む
。
一
方
、
新
注
で
は
「
薄
」
は
「
少
也
」「
聊

也
」
と
あ
る
の
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
し
ば
ら
く
」「
い
さ
さ
か
」
と
読
み
、「
言
」
は
「
辞
也
」
と
あ
る
の
を
受
け
て
「
こ
こ
に
」
と
読
む
。

ま
ず
、『
毛
詩
』
に
三
二
箇
所
出
現
す
る
助
詞
と
し
て
の
「
薄
」
字
の
訓
読
「
こ
こ
に
」「
し
ば
ら
く
・
い
さ
さ
か
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
藤
原
惺

窩
（
一
五
六
一
─
一
六
一
九
）・
林
羅
山
（
道
春
一
五
八
三
─
一
六
五
七
）・
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
─
一
六
八
二
）・
松
永
昌
易
（
一
六
一
八
─

一
六
八
〇
）・
後
藤
世
鈞
（
芝
山
一
七
二
〇
─
一
七
八
二
）・
佐
藤
坦
（
一
斎
一
七
七
二
─
一
八
五
九
）
ら
の
訓
読
は
、
十
二
箇
所
目
に
存
在
す
る

「
薄
之
爲
言
、
聊
也
」
と
い
う
集
伝
を
め
ぐ
っ
て
、（
一
）
道
春
は
そ
こ
を
境
に
し
て
和
訓
を
か
え
、
原
則
と
し
て
そ
れ
以
前
を
「
し
ば
ら
く
」、

以
後
を
「
い
さ
さ
か
」
と
読
む
、（
二
）
嘉
点
・
芝
山
点
・
一
斎
点
は
、
そ
の
箇
所
に
の
み
集
伝
「
聊
也
」
を
反
映
さ
せ
て
「
い
さ
さ
か
」
と
読
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み
、
ほ
か
は
す
べ
て
「
し
ば
ら
く
」
と
読
む
、（
三
）
昌
易
は
そ
の
集
伝
「
聊
也
」
を
ほ
ぼ
全
書
に
反
映
さ
せ
て
原
則
と
し
て
「
い
さ
さ
か
」
と

読
む
、
と
い
う
三
種
類
の
対
応
が
存
在
し
た
。
そ
う
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
朱
子
学
派
で
は
た
だ
の
一
箇
所
も
「
薄
」
を
「
こ
こ
に
」
と
は

読
ま
な
い
。

　
「
言
」
字
に
つ
い
て
は
、
惺
窩
は
「
こ
こ
に
」
と
不
読
と
を
併
用
、
采
緑
篇
以
降
で
は
古
注
に
従
っ
た
「
わ
れ
」
も
併
記
さ
れ
る
（
惺
窩
点
本

の
安
田
安
昌
刊
『
五
経
』
の
采
緑
篇
以
降
は
、
底
本
の
『
詩
経
大
全
』
で
は
巻
十
五
以
下
に
な
り
、
全
九
七
〇
丁
の
う
ち
の
三
四
二
丁
、
全
体
の

約
三
分
一
強
に
あ
た
る
。
こ
の
部
分
の
筆
録
者
が
巻
十
四
ま
で
の
筆
録
者
と
交
代
し
て
版
下
作
成
に
か
か
わ
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
古
注
派
の
読

み
を
添
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
）。
林
道
春
は
「
言
」
字
を
不
読
に
す
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
集
伝
が
「
我
」
と
敷
衍
す
る
箇
所
も
す

べ
て
「
こ
こ
に
」
と
読
む
。
山
崎
闇
斎
・
松
永
昌
易
・
後
藤
芝
山
・
佐
藤
一
斎
も
原
則
的
に
「
こ
こ
に
」
と
読
む
（
佐
藤
進
「
藤
原
惺
窩
の
経
解

と
そ
の
継
承　

―
『
詩
経
』「
言
」「
薄
」
の
訓
読
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日
本
漢
文
学
研
究
』
５
、
二
〇
一
〇
年
）。
注
①

　

す
な
わ
ち
、『
毛
詩
』
の
「
薄
」
と
「
言
」
の
和
訓
は
、
古
注
に
従
っ
た
訓
読
か
、
新
注
に
従
っ
た
訓
読
か
を
検
証
す
る
恰
好
の
リ
ト
マ
ス
試

験
紙
と
な
り
得
る
。
そ
こ
で
今
回
は
『
文
選
』
の
注
文
に
引
か
れ
る
『
毛
詩
』
の
「
薄
」「
言
」「
薄
言
」
に
つ
い
て
、
古
注
に
よ
る
も
の
か
新
注

に
よ
る
も
の
か
を
検
討
し
、
訓
読
の
実
態
を
調
査
考
察
し
て
み
た
い
。

三
　
六
臣
注
文
選
所
引
毛
詩
の
訓
読

　

李
善
注
（
ま
れ
に
六
臣
注
を
含
む
）
が
引
用
す
る
助
字
「
薄
」「
言
」（「
薄
」
＝
「
う
す
い
」、「
言
」
＝
「
い
う
」
が
固
定
し
て
い
る
句
は
除

く
）
を
含
む
『
毛
詩
』
の
訓
読
の
状
況
は
付
表
の
よ
う
に
な
る
。

　

サ
ン
プ
ル
は
合
計
八
八
例
、
そ
の
う
ち
歴
然
と
新
注
に
従
っ
た
読
み
を
つ
け
て
い
る
の
は
十
二
例
・
十
四
％
で
あ
り
、
偶
然
に
新
注
が
混
入
し

た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
文
選
注
の
訓
読
に
は
、
あ
き
ら
か
に
朱
子
学
導
入
以
後
の
訓
読
の
反
映
が
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
良
い
。
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さ
ら
に
詳
し
く
み
て
み
る
と
、
三
〇
巻
二
四
丁
裏
「
謝
玄
暉
郡
内
登
望
」
の
「
平
楚
正
蒼
然
（
平
楚
正
に
蒼
然
た
り
）
に
引
く
『
毛
詩
』「
漢

廣
」
の
「
言
刈
其
楚
」
は
「
言
（
こ
こ
）
に
其
の
楚
を
刈
（
る
）」
と
読
ん
で
い
る
（N
o.45

）。
宣
賢
は
「
わ
れ
其
の
楚
を
か
ら
ん
」、
惺
窩
は

「
そ
の
楚
の
う
ば
ら
を
か
ら
ん
」（
す
な
わ
ち
「
言
」
字
は
不
読
）、
道
春
は
「
こ
こ
に
其
の
お
ど
ろ
を
か
る
」
と
す
る
。
道
春
は
惺
窩
が
不
読
に

す
る
と
こ
ろ
を
、
何
ら
か
の
訓
読
を
施
す
の
が
通
例
で
あ
る
（
注
文
の
訓
読
に
は
ま
れ
に
不
読
も
存
在
す
る
）。
と
す
る
と
、
慶
安
五
年
（
一
六

五
二
）
刊
本
の
注
釈
は
道
春
点
に
近
い
訓
読
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
て
良
い
。
道
春
が
江
戸
幕
府
の
儒
官
に
な
っ
た
の
は
慶
長
十
二
年
（
一
六

〇
七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
学
問
所
を
開
設
し
た
の
が
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
で
あ
る
か
ら
、『
文
選
』
刊
刻
の
前
に
道
春
点
詩
経
が
浸
透
し
て

い
た
。
た
だ
、
道
春
点
官
版
『
詩
経
大
全
』
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
刊
行
な
の
で
、
こ
れ
を
直
接
に
は
参
照
し
て
い
な
い
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
今
回
調
査
し
た
『
毛
詩
』
に
関
連
し
た
正
文
に
つ
い
て
み
る
と
、N

o.27

とN
o.50

に
は
「
言
」
を
「
こ
こ
に
」
と
読
ん
で

い
る
例
が
見
ら
れ
る
。「
駕
言
出
逺
山
＝
駕
し
て
こ
こ
に
逺
山
に
出
づ
」「
言
樹
背
與
襟
＝
こ
こ
に
背
と
襟
と
に
樹
へ
ん
」
た
だ
、
こ
れ
ら
は
と
も

に
足
利
学
校
本
で
は
「
わ
れ
に
」
と
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
慶
安
五
年
刊
本
が
三
要
の
訓
の
単
純
な
移
点
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
例
と
な
ろ

う
。
そ
こ
で
は
、
本
文
の
訓
読
が
新
注
の
読
み
方
に
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
。
ま
た
、
注
釈
と
は
関
係
の
な
い
部
分
に
「
薄
」

＝
「
し
ば
ら
く
」
の
訓
も
あ
る
の
で
、
正
文
に
つ
い
て
は
（
特
に
訓
読
の
下
限
に
つ
い
て
）
慎
重
な
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。

注
①　

調
査
し
た
テ
キ
ス
ト
を
左
に
示
す
。（
１
）（
７
）
は
古
注
の
參
照
の
た
め
に
用
い
た
。

　
（
１
）
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）
抄
写
・
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
─
一
五
五
〇
）
加
点
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
・
汲
古
書
院
影
印
本
）

　
（
２
）
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
─
一
六
一
九
）
点
：
安
田
安
昌
刊
五
経
（
汲
古
書
院
影
印
本
）

　
（
３
）
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
林
羅
山
（
一
五
八
三
─
一
六
五
七
）
道
春
点
：
官
版
五
経
大
全
（
家
蔵
本
）

　
（
４
）
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
道
春
点
：
新
刻
校
正
五
経
〔
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
新
版
五
経
〕（
家
蔵
本
）

　
（
５
）
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
─
一
六
八
二
）
闇
斎
点
：
五
経
〔
明
和
年
間
刊
の
再
刻
〕（
家
蔵
本
）
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（
６
）
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
片
山
兼
山
（
一
七
三
〇
─
一
七
八
二
）
山
子
点
：
毛
詩
正
文
（
家
蔵
本
）

　
（
７
）�

寛
政
三
年
（
一
七
九
二
）
松
永
昌
易
（
一
六
一
八
─
一
六
八
〇
）：
新
刻
頭
書
詩
経
集
注
〔
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
頭
書
詩
経
集
注
〕

（
家
蔵
本
）

　
（
８
）
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
後
藤
世
鈞
（
一
七
二
〇
─
一
七
八
二
）
芝
山
点
：
改
正
音
訓
五
経
〔
天
明
七
（
一
七
八
七
）〕（
家
蔵
本
）

　
（
９
）
文
化
十
年
（
一
八
一
四
）
佐
藤
坦
（
一
七
七
二
─
一
八
五
九
）
一
斎
点
：
校
定
音
訓
五
経
（
二
松
學
舎
大
学
図
書
館
本
）

　

な
お
、
和
刻
本
六
臣
注
『
文
選
』
は
家
蔵
の
寛
文
十
年
刊
を
用
い
た
が
、
適
宜
、
慶
安
五
年
刊
の
汲
古
書
院
影
印
本
を
用
い
た
。

【
付
記
】
本
論
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
九
日
広
島
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
学
会
全
国
大
会
に
お
い
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
席

上
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
わ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
無
刊
記
本
の
六
臣
注
『
文
選
』
を
参
照
し
て
は
い
か
が
か
と
い
う
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
後
日

参
照
し
た
い
旨
を
お
答
え
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
実
現
し
な
い
段
階
で
本
論
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ご
意
見
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

�



日本漢文学研究６

— 6 —

付表� � � � � �
文選巻丁 文選題目 文選正文 李注毛詩曰 李注書下し 毛詩題目 薄・言
６・23・ｂ 左太沖魏都賦 奕奕菑畝 薄言菜芑

（劉注）
薄に言れ芑を采り 菜芑

23・７・ａ 阮嗣宗詠懷詩 命駕起旋歸 薄言旋歸 薄く言に旋り歸る 采蘩・出車 薄：しばらく
言：ここに

26・35・ａ 陸士衡呉王郎中時從
梁陳作

薄言肅後命 薄言旋歸 薄に _言旋 _歸 采蘩・出車

27・16・ｂ 王仲宣從軍詩 日暮薄言歸 薄言旋歸 薄に _言旋 _歸る 采蘩・出車
31・39・ｂ 江文通雜體詩・謝混 薄言遵郊衢 薄言旋歸 薄に _言旋 _歸 采蘩・出車
23・48・ａ 王仲宣贈士孫文始� 薄言慕之 薄言采之 薄 _言之を采 菜苢
20・28・ｂ 陸士龍大將軍讌會被

命作詩
薄言載考 薄言采之 薄 _言れ采る 菜苢

22・８・ａ 殷仲文南州桓公九井
作

薄言寄松菌 薄言采之 薄に言れ之を采 菜苢

54・23・ａ 劉孝標辨命論 冉耕歌其芣苢 薄言采之
（濟注）

ここにわれ之を采る 菜苢

７・29・ａ 潘安仁藉田賦 薄採其茅 薄采其
（茅）〔芳〕
毛萇曰薄辭也

薄らく其の芳を采 泮水 薄：しばらく

40・２・ａ 任彦昇奏彈曹景宗 王師薄伐 薄伐玁狁 薄に玁狁を伐 六月
36・29・ｂ 王元長永明十一年策

秀才文
永言攸濟 永言孝思 永 _言孝 _思あり 下武

58・47・ａ 王仲寳禇淵碑文 永言必孝 永言孝思 永 _言れ孝あり思 下武
７・29・ｂ 潘安仁藉田賦 永言孝思 永言孝思 永 _言れ孝 _思 下武
43・21・ａ 孫子荆為石仲容與孫

皓書
自求多福 永言配命 永 _言れ命に配せば 文王

43・34・ｂ 丘希範與陳伯之書 自求多福 永言配命 永 _言れ命に配せば 文王
47・19・ａ 陸士衡漢髙祖功臣頌 永言配命 永言配命 永 _言命（を）配 文王
27・32・ａ 魏文帝樂府・善哉行 載馳載驅 駕言出游 駕せよ言れ出 _游で 泉水
16・21・ａ 向子期思舊賦 停駕言其將邁

兮
駕言出游 駕よ _言れ出て _游ん 泉水

23・34・ｂ 潘安仁悼亡詩 駕言陟東阜 駕言出游 駕せよ _ 言れ出でて _
游

泉水

24・14・ａ 嵇叔夜贈秀才入軍 駕言出游 駕言出游 駕 _言れ出 _游 泉水
24・37・ｂ 陸士衡答張士然 駕言巡明祀 駕言出游 駕 _言出 _游ん 泉水
28・９・ａ 陸士衡樂府・門有車

馬客行
駕言發故郷 駕言出游 駕 _言れ出でて游 泉水

28・45・ｂ 陸士衡挽歌詩 駕言從此逝 駕言出游 駕せよ _言出て _游ん 泉水
29・８・ｂ 古詩十九首 迴車駕言邁 駕言出游 駕せよわれ出て游 泉水
31・26・ａ 江文通雜體詩・潘岳 駕言出逺山 駕言出游 駕 _言れ出て _游ん 泉水
45・35・ｂ 陶淵明歸去來 復駕言兮焉求 駕言出游 駕よ言れ出 _游 泉水
24・31・ｂ 陸士衡於承明作與士

龍
駕言遠徂征 駕言徂東 駕して _言東に徂く 車攻

24・49・ａ 潘正叔贈陸機出為呉
王郎中令

今子徂東 駕言徂東 駕して _言東に徂く 車攻

20・55・ｂ 潘安仁金谷集作詩 親友各言邁 還（事）〔車〕
言邁

車を還してここに邁か
ん

泉水 言：ここに

40・３・ｂ 任彦昇奏彈曹景宗 不時言邁 還車言邁 車（を）還言に _邁 泉水 言：ここに
24・49・ａ 潘正叔贈陸機出為呉

王郎中令
載脂載轄 還車言邁 車を還してここに _ ゆ

かん
泉水 言：ここに
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22・９・ｂ 謝叔源遊西池 願言屢經過 願言思子 つ（ねに）_ 言れ子を
思【願の頭仮名、末仮
名の位置にツと】

二子乘舟

24・36・ｂ 陸士衡贈從兄車騎 願言思所欽 願言思子 願 _言子を思 二子乘舟
26・29・ａ 潘安仁在懷縣作 願言旋舊郷 願言思子 つ（ ね に ）_ 言 れ 子

（を）思
【願の頭仮名、末仮名の
位置にツと】

二子乘舟

42・13・ａ 魏文帝與梁朝歌令呉
質書

願言之懷良不
可任

願言思子 をもって _言子を思ふ 二子乘舟

16・33・ｂ 潘安仁寡婦賦并序 徒願言而心痗 願言思伯 願 _言れ伯を思 伯兮
25・42・ａ 謝靈運西陵遇風獻康

樂
無萱將如何 願言思伯 願 _言伯を思ば 伯兮

６・30・ａ 左太沖魏都賦 興言將曜威靈 興言出宿 興て _言出でて宿す 伯兮
14・８・ａ 顏延年赭白馬賦并序 王于興言 興言出宿 言（を）興出 _宿 小明
25・７・ａ 陸士龍答兄機 興言在臨觴 興言出宿 言を興して出 _宿 小明
40・15・ｂ 沈休文奏彈王源 興言思清敝俗

者也
興言出宿 興 _言出 _宿 小明

６・30・ａ 左太沖魏都賦 聖武興言 興言出宿 興て _言出でて宿す 小明
30・24・ｂ 謝玄暉郡内登望 平楚正蒼然 言刈其楚 言に其の楚を刈 漢廣 言：ここに
47・39・ｂ 夏侯孝若東方朔畫贊

并序
言歸定省 言告言歸 言に _告言に歸る 葛覃 言：ここに

25・48・ｂ 謝靈運酬從弟惠連 野蕨漸紫苞 言采其蕨 言に _其の蕨を采る 草蟲 言：ここに
27・31・ｂ 魏文帝善哉行 上山采薇薄暮

苦饑
言采其薇 言れ其の薇を采 草蟲

34・26・ｂ 曹子建七啓并序 芳菰精粺霜蓄
露葵

言采其蓫 言に其の蓫を采る 我行其野 言：ここに

24・37・ａ 陸士衡贈從兄車騎 言樹背與襟 言樹之背 言に之うしろに樹ん 伯兮 言：ここに
26・５・ａ 顏延年直東宮答鄭尚

書
言樹絲與桐 言樹之背 言れ之をきたに樹 伯兮

23・２・ｂ 阮嗣宗詠懷詩 諼草樹蘭房 言樹之背 言れ之を背に樹ん 伯兮
31・25・ａ 江文通雜體詩・潘岳 銷憂非萱草 言樹之背 言れ之を背に樹ん 伯兮
53・５・ａ 嵇叔夜養生論 萱草忘憂 言樹之背 言れ之を _背に樹ん 伯兮
40・６・ｂ 任彦昇奏彈曹景宗 理絶言提 言提其耳

（濟注）
言其の耳を提 抑

20・９・ｂ 曹子建應詔詩 騑驂倦路再寢
再興

言念君子 言れ君 - 子を念 小戎

21・22・ｂ 顏延年秋胡詩 寢興日已寒 言念君子 言に君 - 子を念 小戎 言：ここに
23・33・ａ 潘安仁悼亡詩 寢興目存形 言念君子 言に君子を念ふ 小戎 言：ここに
26・４・ｂ 顏延年直東宮答鄭尚

書
寢興鬱無已 言念君子 言れ君 - 子を念 小戎

14・６・ｂ 顏延年赭白馬賦并序 晝秣荊越 言秣其馬 言は其の馬（に）秣 漢廣
20・８・ａ 曹子建應詔詩 秣馬脂車 言秣其馬 言れ其の _馬に秣ん 漢廣
24・14・ａ 嵇叔夜贈秀才入軍 秣馬華山 言秣其馬 言其の _馬に秣かはん 漢廣
24・49・ａ 潘正叔贈陸機出為呉

王郎中令
我馬既秣 言秣其馬 言れは其の _ 馬に秣は

ん
漢廣

27・１・ｂ 顏延年北使洛 秣馬陵楚山 言秣其馬 言れ其の馬に秣 漢廣
34・42・ａ 曹子建七啓并序 呂望所以投綸

而逝也
言綸之繩 言れ之の繩を綸ん 采綠

58・４・ａ 顏延年宋文皇帝元皇
后哀策文

言觀維則 言觀其旂 言は其旂を觀 泮水
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７・29・ａ 潘安仁藉田賦 言藉其農 言觀其旂 われ其の旂を觀る 泮水
20・33・ａ 應吉甫晉武帝華林園

集詩
有酒斯飫 酌言嘗之 酌て言れ嘗む 瓠葉

30・60・ａ 謝靈運擬魏太子鄴中
集詩

酌言豈終始 酌言嘗之 酌 _言れ之（を）嘗 瓠葉

24・49・ａ 潘正叔贈陸機出為呉
王郎中令

星陳夙駕 星言夙駕 星みて _ 言夙に _ 駕せ
よ

定之方中

16・36・ａ 潘安仁寡婦賦并序 龍轜儼其星駕
兮

星言夙駕 星 _言れ夙に _駕 定之方中

26・35・ａ 陸士衡呉王郎中時從
梁陳作

夙駕尋清軌 星言夙駕 星みて _ 言れ夙に _ 駕
す

定之方中

28・42・ｂ 陸士衡挽歌詩 夙駕驚徒御 星言夙駕 星みて _言夙く _駕 定之方中
60・６・ｂ 任彦昇齊竟陵文宣王

行状
公星言奔波 星言夙駕 星みて _言れ夙 _駕 定之方中

20・８・ａ 曹子建應詔詩 星陳夙駕 星言夙駕 星みて言れ夙に _駕 定之方中
20・32・ｂ 應吉甫晉武帝華林園

集詩
備言錫命 備言燕私 備に _言燕 - 私せり 楚茨

25・20・ｂ 盧子諒贈劉琨首并書 厠燕私之歡 備言燕私 備って言れ _ 燕 - 私せ
り

楚茨

57・34・ａ 顏延年陶徴士誄并序 念昔宴私 備言燕私 備て言燕 - 私せり 楚茨
58・42・ａ 王仲寳禇淵碑文 披文於宴私之

夕
備言燕私 備て言燕 - 私せり 楚茨

23・36・ａ 謝靈運廬陵王墓下作 眷言懐君子腸 眷言顧之 かへりみて言顧みる 大東
24・35・ａ 陸士衡贈尚書郎顧彦

先
眷言懐桑梓 眷言顧之 眷 _言之（を）顧 大東

25・36・ａ 謝宣遠答靈運 深茲眷言情 眷言顧之 眷 _言顧之 大東
25・５・ｂ 陸士龍為顧彦先贈婦 遠蒙眷顧言 眷言顧之 かへりみて _ 言かへり

みる
大東

31・31・ｂ 江文通雜體詩・盧諶 眷顧成綢繆 眷言顧之 眷 _言れ之（を）顧 大東
59・22・ｂ 王簡栖頭陀寺碑文 眷言靈宇 眷言顧之 眷 _言之（を）顧 大東
４・11・ａ 張平子南都賦 客賦醉言歸 醉言歸 醉 _言れ _歸 有駜
17・31・ａ 傅武仲舞賦 有醉歸之歌 醉言歸 醉て言れ _歸 有駜
28・２・ａ 陸士衡樂府・猛虎行 靜言幽谷底 靜言思之 靜 _言之を思 柏舟
15・32・ｂ 張平子思玄賦 柏舟悄悄 靜言思之 靜 _言れ之を思 柏舟

88 例中 12 例
14%


